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海外進出における知的財産の留意点」
―東南アジア特に中国への進出に際してー

WEBセミナー CISCO Web Meeting 主催：一般社団法人北海道農業機械工業会

【お申込み・お問合せ】
E-mail：hamatake@hokunoko.jp 北農工 （竹中）あて

＊招待メールを送信させていただきますので

Eメールに氏名・所属を記入し5月14日（金）までにお申し込みください。
お問い合わせは TEL：011-251-7743 まで

。

アジェンダ

はじめに・

国別評価・知財活用に影響する要素・知財権の総合的活用・特許権の保護・違法ソフト使用率・どの国で，どの

ように知財権利化するか？

中国の状況・基礎情報・日米中の知財権の比較・中国の知財状況：権利化の動向・中国の知財状況：知財関連

訴訟の動向・日中の知財パワーの比較

商標・商標：登録のメリットと非登録のリスク：機能・中国における商標先取り問題・中国商標データベース・海外

商標出願：ルート：費用・失敗事例

実用新案・ノウハウ・特許：機能海外特許出願ルートの選択：外国出願費用：中国への特許出願の流れ：権利化

と維持に要する費用・実用新案：特許との違い：各国の出願件数の推移・特許権利化 vs ノウハウ秘匿・失敗

事例

技術流出防止・企業が有する情報と層別・秘密情報管理：情報の秘密区分：基本的な考え方・海外拠点あたり

の日本人数・人材流出による技術流出・契約せずして，技術情報の開示なし・失敗事例

契約・契約書の役割・国内契約と国際契約の違い・契約締結までの流れ・協業候補先の選定：日本人は脇が甘

い：信用調査の項目：調査方法・重要な契約条件：5W1H・失敗事例・技術移転・対中技術移転契約・日米中の

技術移転に関する法令の比較・中国の技術移転に関する法令・失敗事例

模倣品対策・中国発の模倣品問題・模倣品対策の武器としての知財権・リアルショップでの模倣品対策

講師 ：INPIT(工業所有権情報・研修館)海外知的財産プロデューサー
久永(ひさなが)道夫(みちお)氏

国内機械製造業に36年間勤務し，研究開発部門（機械，材料など）で約15年，知的財産
部門（契約，商標，特許，模倣品対策，技術流出防止など）で約20年の経験を持つ。この
間，米国の大学に約2年間留学，中国に約5年半駐在し，テクニカルセンター，知的財産機
能及び技術管理機能の立ち上げ，契約，模倣品対策，監査などに従事，日本の大学（契
約，商標，特許など）に約2年半出向。中国駐在中，上海IPG (Intellectual Property Group：
知的財産権問題研究グループ)の会長として日系企業の知的財産保護活動の拡充に努
める。国際契約，機密保持監査について特に豊富な経験を有する。
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